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近代 日本の教養主義
一

文学部 ・岩波文化 ・知 識人一

竹 内 洋 （京都大学）

「石原氏は す べ て知的なもの に対す る侮蔑 の 時代を

開い た。日本で は来 るべ くし て 、一
度 も来 な か っ た

時代 で あ る。戦 前 の 軍部独裁時代は、知 的 な ら ざ る

勢力が、知的な もの を侮蔑 した 時代で ある。しか し

石原氏 の ひ らい た時代は こ れ とち が つ てゐ る 。 そ れ

は知 性 の 内乱 と もい ふ べ き も の で 、文学上 の 自殺行

為 だ が、こ れ は 文学 が 蘇 る た め に 、一
度 は経 な けれ

ば な らな い 内乱 で あつ て、不幸に して 日本 の 近 代文

学は 、 か う した内乱 の 経験を持たなか っ た」 三 島由

紀夫 「解説」
『新鋭文学叢書 8 石 原慎太郎』 （筑摩書

房 、1960 年）

黒井千次 と石 原慎太郎

　近 代 日本の 教養主義を社会 学的 に 考 察 す る

（教養で はな く教養主義 の 肖像）ため に、二 人

の作家、黒井千次 と石原 慎太郎をとりあげた い 。

こ の 二 人を選 んだ の は 、 同世代の作家で あ りな

が ら、旧制高校的教養主義をめ ぐっ て、継承 ・

反 復と反撥 ・侮蔑と い う対極の 位置を示 して い

るか らで ある 。

　 ともに、昭和 7年生まれ 。 旧制中学校に入学

し、敗戦を 10 代は じ めで 迎え 、 在学途 中で 新

制高校 とな り、新制大学 を卒業 した 。 黒井は 、

昭和 7年 5 月東京 ・中野生まれ 、 昭和 20 年 4

月都立武蔵力 丘 中学入学 、 都立十中に転校、学

制改革で 都立 西高卒業1昭和 26 年、東京大学

経済学部入学。作品に 『聖産業週 間 』『時間』 『羽

根 と翼』 な どがある 。 石原慎太 郎は昭和 7年 9

月神戸市生 まれ、昭和 20 年湘 南 中学校入学 、

学制改革で 湘南高校卒業 、 27 年
一
橋大学法学

部入学 。

　黒井千次の作家活動は大学卒業後会社勤め を

しなが ら 、
「新 日本文学」な どを発表誌に して は

じ まる が、大学 4 年生 （昭和 29 年）の ときの

論文に 「敗戦を十代始め で迎えた僕らに つ い て 」

（『仮構 と日常』 河出書房、1971 年所収）が

ある 。 ちよ うどそ の こ ろ石原慎太郎は復刊第 1

号 『一橋文芸 』に 「灰色 の 教室」 （「太陽 の 季節 」

は 2作 目）を発 表 して い る 。

マ ル ク ス 主義 的教養主義／教養主義的 マ ル ク

ス 主義

　黒井の 論文にもどる 。 新制高校世代 として 旧

制高校の 寮生活を中心 とした自己完成の 追及を

羨望 しなが らも、 生活を捨象 した 白線地帯の 自

己完成とい う歪ん だも の で ある とし、新 しい 世

代は、そ う した閉 じられ た世界で の 自己完成の

追及で はな く、歴史的な戦 い の なか で 自己 、 実

践、学問 を三 位一体 とする自己形成へ の粘 り強

い 努力 をす べ きで あ る と宣 言 して い る 。 旧制高

校的教養主義を マ ル ク ス 主義 の 影 響 の も とに変

革 ・継承 して い こ う とする姿勢がみえる 。

　黒井 の （大学生時代の ）論文に 流れ る 思潮は、

マ ル クス 主義的教養主義ある い は教養 主義的 マ

ル ク ス 主義 とい っ て もよ い （1）もの で あ るが、敗

戦後か ら 1960 年代まで の エ リー ト学生文化

の 理念型が描出され て い る 。

　黒井 が大学 を卒業 し た年、石原が まだ 大学 に

在学 し、「太 陽 の 季節 」 を 『文学界 』 に 発 表 した

こ ろ （昭和 30 年 ）、京都大学教養部 （1 、 2 回

生 ）学 生 の 読書調査がお こ なわれ て い る （「学 園

新聞 」昭和 30 年 10 月 31 日）。教養書を平均

月 に何冊読むか とい うア ン ケー トがな され た 。

10 日に 1冊は教養書を読ん で い る こ とがわ か

る 。 ほ とんど読ん で い な い と答えた もの は、1 ．

8 ％に すぎなか っ た。教養書の 読書時間は、 1

日 1 ．8時間 。 そ して 93 ％の 学生が教養書を

読 む時間 が も っ とほ しい と回答 して い る 。最近

読んだ教養書の 中で 感銘がふか っ たもの の第 1

位は 、『ジ ャ ン ・ク リス トフ 』 で あ る 。 また つ ぎ

の 書物 の 中で読んだ も の は とい う問に は、『若

きウエ ル テル の 悩 み 』 71 ．6 ％、
『善の 研究』
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25 ．4 ％ （文学部 47 ・1％）、『経済学教科

書』 22 ． 5 ％ （経 済学部 63 ％ ）。

　 1回生 の 政党支持は、左 派社会党 35 ．1％、

右 派 社会党 17 ．2 ％、共産 党 9 ．7 ％、労農

党 0． 5％ 。 62 ％が革新政党支持で 、保守 党

（自由党 ・
民主 党）支持は 5 ％に す ぎな い 。 マ

ル ク ス 主義に つ い ては、積極 的に支持 10 ．2％、

消極 的 に 支持 33 ．7 ％ 。 あわ せ て 43 ．9 ％ 。

（積極 的 ・消極的に ）反対 10 ．7 ％を大き く

うわまわ っ て い る （「学園新聞 」 昭和 30 年 5

月 23 日）。昭和 30 年こ ろの キ ャ ンパ ス 文化 が

教養主義 とマ ル クス 主義に 席巻され て い る こ と

があ らため て 確認 され る だ ろ う（2）。

こ だわ りと悪意

　 こ う した昭和 30 年代 前後 の キ ャ ン パ ス 文化

とい う図柄 の な か で 、石原慎太郎 の 初 期作品 「灰

色の 教室」 をみ る と意外な感 じが す る。左翼藝

術や藝術左翼の 影響が濃厚 なキ ャ ン パ ス では通

俗小説と して 貶 価さ れ る 運命に あ っ た こ とは 容

易 に 想像 で き る。

　 「灰色 の 教室 」 は、「こ の 年頃 にあ っ て は、欲

望が彼等 の モ ラ ル なの だ」 とい うコ ク ト
ー

の 言

を エ ピ グ ラ フ と し て 冒頭 に お き、青年 の 赤裸々

な欲 望 とエ ネ ル ギ
ー

の 奔流 を生 々 し く描出し て

い る 。 さ きほ ど述 べ たように復刊第 1号 『一橋

文芸』 に発表 され たが 、 掲載され た他の 小説 と

もども仲間や先輩 （瀬沼茂樹）に は、「社会科学

性 に 乏 し い 」通俗 小説 と して 酷評 さ れ る （「
一

橋

新聞 」昭和 30 年 1月 20 日、2 月 10 日）。
「こ

んなブル ジ ョ ア の 堕落 しき っ た学生た ちを主人

公 に し た よ う な作品 に誌面 を与 え る た め に 伝統

あ る 『一橋文芸』 を復刊 したわ けで は な い 」 と

い われ た （『弟 』、 1996 年）。

　 もちろ ん 石原 も時代の 子 で あ る 。
「灰 色の 教

室」 の 発表 直後 、

一
橋新聞に 「『一橋文芸』 の

編集を終 え て 」 や 「学生 文学 とは何か 」 を寄

稿 し、プ ロ レ タ リア 文学の 残照を感 じさせ る

「社会科学性 」 と い う用 語ある い は 「ユ マ ニ

ス ム 」 （古典的教養）とい う言葉さえ使 っ て い

る。「社会 科学 的ユ マ ニ ス ム 」を提起 し て い る 。

当時の 石原は戦後の大学キ ャ ン パ ス に蘇 っ た

昭和初期の 学歴 エ リー ト文化 をなぞ っ た発 言

を して い る の で あ る 。

　 い や そ れよ りも高校時代 に湘南 中学校 の 先

輩で 当時の
一
高教授江口朴郎の もとに唯物史観

を聞 きに い き、民 学同 （民 主主義学生同盟、日

本共産 党日本 の こ え派、 昭和 23 年結成）に 入

り、校内に社会研究会をつ くっ た りして い る 。

　そ の かぎ り、
「灰 色の教室 」は 、左傾 活動か ら

生命主義 へ の 転向 文学 と も い え る 。 そ う した 転

換 の 先駆 には、田村泰 次郎 の 肉体文学がある（3）

が、石原 は、しだ い に旧制 高校的教養主義や左

翼知識人 へ の 違和感 を鮮明 に した作 品を発表す

る よ う な る 。 石原 慎太郎 の 初期作 品の 特徴 は欲

望 とエ ネ ル ギー
の 赤裸々 な描出や ヨ ヅ トな どス

ポーツ が作品の 要を占め て い る こ と に とどま ら

な い 。
「教養」 や 厂知識人 」 に対す る こ だわ りと

悪意 を作品化 し た と い う こ と に 独 自の 位 置をみ

る こ とが で き る。

ハ ビ トゥ ス へ の 違和 感

　た と え ば 、『亀裂 』 （昭和 31 〜 32 年 ）で あ

る 。 大学院生 で あ る明 は 、小説を書きなが ら、

ク ラ ブ に も出入 り しボ クサ ー
くずれ とつ きあ っ

て い る 。 高村教授、 T 教授、植原 教授など当時

論壇で 活躍 する
一橋大学 の 教授が で て くる。明

は 植原教授 （上原専禄）を除 い て こ れ らの 教授

をデ ィ レ ッ タ ン トの 茶番 と憎 悪 する 。
「教 養と

い うも の は現代 じゃ 失格 して い る の だ 」
「俺は

イ ン テ リは 嫌 い だ 。 奴 らは 豚 だ 」 と叫ぶ 。

　 『処刑 の 部屋 』 （昭和 31 年）で も主 人公 の 大

学 生克己は思想研 究会 の 吉村を憎悪する 。 吉村

に 代 表され る教養知識人や そ の 予備軍に つ い て 、

つ ぎの よ う に 罵倒 す る 。
「厭な奴、厭 な奴。小賢

（こ ざ か ）しい奴 。 こ 奴 に は張 っ て行 く肉体 （か

らだ）が な い 。 頭 で っ か ちの 、裸 に すれ ば痩 せ

っ ぼちの イ ン テ リ野郎 。 こ奴 らは 何も持 っ てや

し な い 。 何 もで 出来 や しな い 。 しゃ べ るだけ、

しゃ べ くっ て しゃ べ くっ て 何も出 て 来 な い 言葉

の 紙屑 だけだ 。 俺を見て、大学 まで 行 っ て と奴

らは 言うが 、俺も大学 まで行 っ て こ 奴 らみ た い

に な り た か な い 」。克己 は 、吉村 が 恋慕 し て い る

思想研究会 の 顕子 に睡眠薬を飲 ませ て 強姦 さえ
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する 。

　悪意や憎悪 の 源は知識人や教養の あれ こ れ の

言説 で は な い 。
「頭で っ か ちの 、裸 に すれば痩せ

っ ぽち の イ ン テ リ野郎」 と い う罵詈雑言が 、 そ

うで あ るように、言説の 背後にあ る教養 主義知

識人 の ハ ビ トゥ ス へ の 違和感 と嫌悪 で ある 。

　黒井は、卒業後、 1950 年代 に大学キ ャ ン

パ ス で 過 ご した者を主人公 に しな が ら高度成長

下 の 企業や家庭を逆照 す る 作 品を描 き つ づ け て

い る 。 そ れ だ け に 黒井 の 作 品 は 、 50 年代の キ

ャ ン パ ス 文化 （マ ル ク ス 主 義的教養主義、教 養

主義的 マ ル ク ス 主義）が相対化 され る こ とな く

自明化 され て い る （『五 月巡礼 』 『羽根と翼』 な

ど）。石原慎太郎の 「徹底 した侮蔑 」
「生理的嫌

悪 」 に こ そ、近代 日本の 教養主義とはなんで あ

っ たか を考え るため の 大い な る手がか りがあ る

とお もわれる 。 話 しをこ こ か らは じめ た い 。

注

（1）黒井の 想定する旧制高校 的 教養主義は 、戦争

末 期の マ ル ク ス 主 義 の 影 響 が 減 じた 旧制高校 を レ フ

ァ ラ ン トと し て い る。また マ ル ク ス 主 義の 影響 か ら

も っ と も遠 い 竹 山道雄 の 論説 を 旧制 高校 的教養主義

の 理 念 型 と して 引用 して い る こ とに み る こ とが で き

る よ う に、時 代 的 に も限定 され た 旧 制 高校的教養 主

義の 描 出で あ る こ とは い なめ な い 。大 正 末期 か ら昭

和 初 期 をみ れ ば、旧制高校的教養 主 義 は、マ ル ク ス

主 義 的 教養 主 義で あ り、教養主 義的 マ ル ク ス 主義で

あ る。そ の か ぎ り、旧 制 高 校的教養主 義の 戦 後 的 変

革 ・継 承 とい うよ りも大正 末期 か ら昭 和 初 期 （10

年 代 は じめ）の 旧制高校的教養 主 義の 戦後的 （新制

高校的 ）反 復 と い っ て もよい の で あ る。

（2 ）「京都 大学新聞 」 に は 昭和 30 年 か ら昭 和 42

年 ま で 毎 尓、学生の 政党支持調 査 が掲載さ れ て い る 。

い ずれの 年度 に お い て も 上 級学年 に なる に つ れ、革

新 政 党支持が 多 く、保守政党支持 が 少 な くな っ て い

る 。 た とえ ば、 1960 年 6 月で み る と、社 会党支

持 は 31 ％ （1 回 生 ）、35 ％ （2 回生 ）、39 ％ （学

部生 ＝ 3，4 回生）、共 産 党支持 3％ （1 回生）、4 ％

（2 回 生）、8％ （学部 生 ＝ 3 ，
4 回 生）と学年を上

が る につ れ、増 大 して い る 。 自民 党支持 5％ （1回

生 ）、5 ％ （2 回 生 ）、1 ％ （学部生 ＝3 ， 4 回 生）。

キ ャ ン パ ス に お け る政治的社会化の 作 用 が 明 確 で あ

る 。

（3 ）エ ネ ル ギー主 義、生命充足 主 義は、高山樗牛

の 美的生 活論 に まで 遡 る こ とがで きる が、左 傾 活 動

→ 生命主 義の 「転向文学」 の 先駆 に は、昭和初期 に、

左翼学生運動の シ ン パ と して 活動 しなが ら、挫折 し、

庶民 の 生命力に 開眼 し （『大 学生』）、戦後、『肉 体 の

門』 な ど の 作 品 を 生 ん だ 田 村泰次郎 が 挙 げ られ る 。

『大 学 生』 の 主人 公 は 、左 傾活動後 の 傷 心 の 身を房

総 に旅 す る こ とで 癒す 。 漁師 （庶民）た ち の 生 命力

に 目 を 開 か れ た 田村 泰 次 郎 と、弟 た ち （ブ ル ジ ョ ア

の 子 女）の ヴ ィ タ リズ ム の 出会 い をも っ た 石原慎 太

郎はパ ラ レ ル で あ る。い ず れ も舞台 は 「海」 ！きだ

み の る は、「太陽 の 季節 」 が社会現象 とな っ たときに

こ うい っ て い る 。
「太陽の 季節 」 に で て くる よ うな こ

とは、部落で は 若者 が し ょ っ ち ゅ う や っ て い る こ と

だ、ヨ ッ トな どの 道具 立 て で 都会 の 青年が や っ て い

る の で お も し ろが られ た の だ、部落的 （日本 的）ヴ

ィ タ リズ ム だ、と 。
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